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4－1 救急患者対応

〔1〕救急外来患者数

〔2〕患者登録

1. 1⽉17⽇〜29⽇
 救命救急を優先したため、患者・家族から聞き出せる範囲内で⽒名・住所・電話番号のみを記録してお、き
1⽉25⽇以降に後追い登録した。しかしながら、不備なもの・誤っているものが多く、半数近く登録出来な
かった。

2. 1⽉30⽇外来診療再開以後
 震災前と同じに「診療申込書」に記⼊してもらい、保険者も出来るだけ確認するようにした。震災により保
険証を紛失した⼈も多く、患者の⾃⼰申告に従う他はなかった。

〔3〕会計計算

1. 1⽉17⽇〜29⽇
「救急患者処置戔」に（患者⽒名等のデータがわかるもののみ）記録しておき、1⽉25⽇より事後計算した。
保険証はほとんど確認できていないが、通達に従って免除扱いにした。投薬についてはほとんどが院外処⽅箋
で対応した。
※1⽉分の診療報酬については概算請求を⾏っている。⾃費分についてはほとんどが未収になっている。

2. 1⽉30⽇外来診療会計をコンピュータで⾏った。
なお、2⽉20⽇以降予約を除くオーダリングを再開している。

〔4〕カルテ管理

1. 1⽉17⽇〜22⽇
カルテ散乱のため使⽤不可であった。

2. 1⽉23⽇⽬以降
震災前の運⽤に戻る。

〔5〕フィルム管理

1. 1⽉17⽇〜3⽉31⽇
フィルム棚損傷のため全て講堂に搬出し、年度・IDナンバー毎に整理した。その後、3階図書室に仮保管し



た。この間は救急を要するもの以外は貸出不可とした。
2. 4⽉1⽇以降

フィルム棚を修復し、以降震災前の運⽤に戻る。

Ⅳ-2 患者動向（新病院開院〜震災〜復旧迄）
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